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大同江に面した平壌城の城内を描いた風景であ

る。 門は平壌城の東門である大同門で、門の付近

には民家と商店が並び、にぎやかである。画面左に

は練光亭の入り口が描かれ、その周辺には多くの官

吏や兵卒の姿が目立つ。

平壌は朝鮮時代に平壌府と呼ばれ、監察使が置か

れて朝鮮北部の行政と軍事を統括する中心都市であ

った。大同門門楼は「 楼」と呼ばれ、練光亭、

浮碧楼、牡丹峰などと共に、平壌の名所として知ら

れ、平安道文人の詩話書である『西京詩話』にもそ

の美しい景色が数多く詠まれている。図にみえるよ

うに大同門には、城内側に「 楼」の扁額がかか

っているが、大同江側には「大同門」と掲げられて

いた。

また大同門は、平壌監司が赴任の際に官船で大同

江を渡り城内に入る重要な城門で、門の近くには船

着場が設けられ、大勢の人々で賑わったという。画

面右の帆の先端が見える所がその船着場であろう。

城内に向かって左側には大勢の軍卒が見える。赤い

槊毛が付いた帽子（戦笠）に軍服（号衣）を着衣し

ているのは、使令と呼ばれる兵卒である。絵には5

頭の馬がみえるが、そのうちの左側に描かれた2頭

は位の高い官吏が乗ってきたのか、画面右端の荷鞍

を載せた運搬用の馬と対比される。画面中央部には、

荷鞍を載せた黄牛が使令に追い払われる様子が描か

れる。城門の入り口付近にある板壁の小屋は、煙草

売りなのか、男が押切りで煙草の葉のようなものを

刻んでおり、その前に立つ黒笠に上衣（中致莫）姿

の男性は客であろう。その右に立つ3人の男性は上

衣の中致莫に黒笠、そして扇子を持っていることか

ら両班、その下の青帖裏姿に草笠の人物は冠礼した

少年の姿であり、城内には様々な階層の人物が描か
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れている。

水甕を担ぐ男が3カ所に描かれている。古くから

大同江の水はきれいで、飲用水を汲みにきた人で賑

わったというが、天秤棒に水甕を吊るして城内に入

る男は、大同江から汲んだ水を運んでいるのであろ

う。水運び専用の天秤棒は、足の付いていない小型

の背負梯子に固定されたもので、一般にムルジゲ

（水運搬用背負梯子）と呼ばれ、ムルジゲを背負っ

た男や水甕を頭上運搬する女性たちの姿は20世紀

の前半まで見られたという。大同門門楼の名称「○

○楼」は「門楼から手を差し伸べ、きれいな大同江

の水をすくいあげる」との意味であるが、大同門周

辺にみる飲用水を運ぶ庶民の姿は、古くから大同江

と結びついたイメージとして定着していたのであろ

う。（金）
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Ⅲ●平壌監司饗宴図72

平壌の繁華街の様子を描く。描写は建物を直線の

組み合わせで描いているので、必ずしも写実的とは

言えない。建物は入母屋式・寄棟式・切妻式の屋根

が入り混じっており、多様な建て方がされている。

屋根は草葺きで、商店はそこから庇を出して、雨よ

けとしている。多くの建物では、建物の横の犬走に

あたる軒下部分は一段高くなっている。

町中をさまざまな人々が行き来する。特に注目さ

れるのが運搬方法の多様性である。まず、頭上運搬

が描かれている。道の中央部では2人の女性が水甕

を頭の上に載せ、右手で支えて歩いている。その右

となりには横長の箱を頭に載せている少年がいる。

頭上運搬の女性の左側には、風呂敷包みを担い縄で、

背負っている男性がおり、これと同様の運搬法をし
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ている様相は右側上方にも描かれている。また、天

秤棒の前後に水瓶を吊り下げて、その吊るした綱を

両手で支えながら歩いている2人の男性が見える。

いずれも肩で天秤棒を担ぐのではなく、天秤棒専用

の背負梯子に天秤棒が固定されており、水の運搬に

用いられた。肩で担ぐ日本の天秤棒による運搬より

も支点が低い。大同江は水質の良いことで知られ、

その水を汲んで飲用水にした。またその水を売り歩

く水売りもいた。街中に水の運搬が多く描かれたの

もそのためである。

図の左端には首から紐で底浅の箱を吊している少

年が見られる。当時人が集まるところには必ず現れ

た飴売りと思われる。繁華街に入ってくる動物は馬

である。いずれの馬も鞍を付け、鐙が下げられてい

るので、人々が馬に乗ってきたことが分かる。図の

上部に荷鞍を載せた馬が見られる。馬が人間や荷物

を運ぶ重要な手段であったことが示されている。

その他に、街中を歩く多くの市民が描かれている。

帽子（笠）を被り、一様に同じ服装をしている。そ

の中で、中央部に描かれた老女が孫の手をとって立

っている姿が注意される。老女は長い杖を右手に持

っている。杖を手にしているのはこの老女ぐらいで、

他には見られない。この図の範囲外には警備員と思

われる人物たちが棍棒を持って人々を整理したり、

制止したりしている。この絵の中には、老女を除く

と、杖とか棒を携えている人物はいない。日本では、

物を運ぶに際して多くの人が杖を携えた。それと比

較すると興味深い。（福田）
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Ⅲ●平壌監司饗宴図74

平壌監司が赴任した際に大同江で行われた夜の宴

を描いたものである。夜の宴にふさわしく、丸提燈、

行燈、青紗燈籠などが点され、川の上にも篝火が浮

かんでいる。中央の大きな船に屋形がしつらえられ、

舳先の左右船縁には、2人の船頭が一組になり、大

形の櫓を漕いでいる。屋形の中の一段高い壇に、虎

皮の敷物を敷いて、深く腰掛けているのが平壌監司

である。監司は、文・武官の軍服である帖裏に幅の

広い朱色の帯をし、割符入れを垂らしており、平安

道の行政・軍事を総括する地位にあることを示して

いる。監司の右手には、官印を収める官印箱が置い

てあり、さらにその隣には官妓が侍している。船の

舳先の方では4人の楽士が縦笛、横笛、胡弓を演奏

しており、その前に武官が弓を背負って警備してい

る。

この船の回りには小さな川船が併漕している。青
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紗燈籠を持つ兵卒が乗る船などが見える。監司の船

を護衛しているのであろう。また、別の船には、両

手を反対の袖の中に入れ、礼をしている者もいる。

陪行の者であろうか。小さな船には、数人の男のほ

か、子供も乗せた船が見える。櫓の漕ぎ方や種類の

異なる船に役割の異なる人々が大勢乗りこんでお

り、宴の盛大さが窺える。（中野）
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